
市
で
は
、環
境
保
全
・
環
境
汚
染
の
予
防
に
配

慮
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
た
め

に
、環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し

て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
度
１
年
間
の
、市
の
主
な
取
り
組

み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す（
左
表
）。

シ
ス
テ
ム
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た

２０
年
度
は
環
境
セ
ン
タ
ー（
し
尿
処
理
場
、粗

大
ご
み
処
理
場
、最
終
処
分
場
）に
シ
ス
テ
ム
の

適
用
範
囲
を
拡
大
し
、運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
も
外
部
審
査
登
録
機
関
に
よ
る

審
査
を
受
審
し
、認
証
登
録
の
更
新
を
行
う
予

定
で
す
。

大
館
市
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ネ
ッ
ト
が「
内
部
監
査
員
養
成

研
修
会
」を
開
催

大
館
市
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ネ
ッ
ト（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
を
取
得
し
た
市
内
の
企
業
や
行
政
で
構
成
す

る
組
織
）の
本
年
度
最
初
の
事
業
と
し
て
、５
月

８
・
９
日
に
内
部
監
査
員
養
成
研
修
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、９
組
織（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
秋
田
㈱
、

㈱
光
輪
技
研
大
館
セ
ン
タ
ー
、東
光
産
業
㈱
、㈱

東
光
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、㈱
エ
コ
リ
サ
イ
ク

ル
、エ
ヌ
・
ピ
ー
・
エ
ス
㈱
、大
館
ヤ
ク
ル
ト
販
売

㈱
、ニ
プ
ロ
フ
ァ
ー
マ
㈱
、大
館
市
役
所
）か
ら

２７
人
が
参
加
、全
員
が
修
了
試
験
に
合
格
し
、内

部
監
査
員
の
資
格
を
習
得
し
ま
し
た
。

※
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
は

環
境
保
全
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
に

当
た
り
、環
境
に
関
す
る
方
針
や
目
標
な
ど
を

自
ら
設
定
し
、こ
れ
ら
の
達
成
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を「
環
境
管
理
」ま
た
は「
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
言
い
、こ
の
た
め
の
工
場

や
事
業
場
内
の
体
制
・
手
続
き
な
ど
を「
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」と
言
い
ま
す
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、事
業
活
動
を
環
境

に
や
さ
し
い
も
の
に
変
え
て
い
く
た
め
に
効
果

的
な
手
法
で
あ
り
、幅
広
い
事
業
者
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

本
庁
舎
北
側
の
建
物（
産
業
部
棟
）の
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、現
在
入
居
し
て
い
る
産

業
部（
商
工
課
、観
光
物
産
課
、農
林
課
）と
農
業

委
員
会
事
務
局
を
三
ノ
丸
庁
舎（
旧
建
設
部
庁

舎
）へ
移
転
し
ま
す
。

作
業
は
、７
月
２５
日（
金
）に
行
い
、２８
日（
月
）

か
ら
は
、三
ノ
丸
庁
舎
で
通
常
通
り
業
務
を
行

い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、「
出
稼
ぎ
手
帳
交
付
手

続
き
」は
、「
市
民
課
生
活
相
談
係
」で
取
り
扱
い

ま
す（
比
内
・
田
代
両
総
合
支
所
で
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
産
業
課
）。

な
お
、各
課
の
直
通
電
話
番
号
は
従
来
ど
お

り
で
す
。

商
工
課

４３
―
７
０
７
１

観
光
物
産
課

４３
―
７
０
７
２

農
林
課

４３
―
７
０
７
３

農
業
指
導
セ
ン
タ
ー

４２
―
３
３
３
６

農
業
委
員
会
事
務
局

４３
―
７
１
２
９

問

総
務
課
総
務
係
�
４３
―
７
０
２
５

評価

○

○

○

○
○
○

○

達成状況

各町内春季一斉クリーンアップ、河川水
質調査、カラス被害対策などを実施した

夏休み親子キャンプ（釈迦内公民館）、自然散策
会（長木公民館）、花いっぱい運動（花岡公民館）

１９年度二酸化炭素削減量
１７．４９％

除間伐実施面積 ５２．２ｈａ

除間伐実施面積 ３４．８２ｈａ

公共下水道の普及率 ３８．１％

平成１９年度末水洗化戸数８，２６４戸
（平成１９年度新設４０８戸）

環境目的

環境保全と環境美化に努める

公民館で実施する主要な講座や教室の中で
環境問題に関する学習を取り入れる

平成１９年度の二酸化炭素排出量を
１７年度対比１．０％削減する

公有林の除間伐を５２ｈａ実施する

私有林の除間伐を３０ｈａ実施する

公共下水道の普及率を３７．１％にする

公共下水道の水洗化戸数を
８，２５０戸とする

評価

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

達成状況

２４，２１７．５ｋｇ

１０，７８２．５ｋｇ削減

１，１６０，６０５ｋＷｈ

１０，６０５ｋＷｈ増加

８，１４７．０ｍ３

１，８５３．０ｍ３削減

１，４９３．６ｍ３

４０６．４ｍ３削減

５，４７２，８９７枚

２７，１０３枚削減

［金額］

５５，１５７，８２４円

５８，７５４，３２４円

９３％

１３２，１３８．７�
７７，８６１．３�削減
１００，５０４．７�
６９，４９５．３�削減

リサイクル率１１．７％

４２６０．２ｋｇ

１，３２２カ所に設置した選挙用ポス
ター掲示板はすべて再生紙ボードを
使用し、使用後はリサイクルされた

［件数］

基準適合３，５４４件

対 象３，６０６件

調達率 ９８％

平成１９年度排出量

平成１９年度使用量

平成１９年度使用量

平成１９年度使用量

平成１９年度使用量

平成１９年度使用量

平成１９年度使用量

平成１９年度

平成１９年度回収量

環境目的

一般廃棄物排出量を

３５，０００ｋｇ以下とする

電力の使用量を

１，１５０，０００ｋＷｈ以下とする

水の使用量を

１０，０００ｍ３以下とする

プロパンガス使用量を

１，９００ｍ３以下とする

事務用紙の使用量を

５，５００，０００枚以下とする

グリーン購入の推進

環境物品等の調達割合を

９０％以上とする

公用車用燃料の使用量を別に管理する

公用車を除き、２１０，０００�以下とする
ボイラー、暖房用重油、灯油使用量を別に管

理する施設等を除き、１７０，０００�以下とする
ごみ分別、減量を徹底し、１９年度の

リサイクル率を１５．０％とする

ペットボトルキャップリサイク

ル運動の拡大

選挙用ポスター掲示板をすべて

リサイクルする

７
月
２５
日（
金
）に

問 環境課
�４３―７０４８

環環
境境
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
シシ
スス
テテ
ムム
のの
取取
りり
組組
みみ
状状
況況

環環
境境
ママ
ネネ
ジジ
メメ
ンン
トト
シシ
スス
テテ
ムム
のの
取取
りり
組組
みみ
状状
況況

産
業
部
と
農
業
委
員
会
事
務
局
が

三
ノ
丸
庁
舎
へ
引
越
し
ま
す
。

２２．．省省資資源源、、省省エエネネ、、リリササイイククルルのの推推進進

１１．．環環境境とと調調和和ししたた潤潤いいののああるる街街づづくくりりのの推推進進

広報大館２００８．７�


